





































































─ 「100 アンブレラプロジェクト」の実践を通して ─
Community Art by Collaboration
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係の作品では、図３の美術部に属する高校生個人の
作品から、図４の小学生が休み時間を使って有志で
作り上げた作品など多岐に富んでいる。
　そして、ワークショップではアーティスト作品と
参加者がコラボレーションする「もりもとあきひろ
とつくる木の葉コラボ」や（図５）、「壁面デコレー
ション～夢のツリー」（図６）では、来場者と共に
公園内の工事中の壁面を花や葉をかたどったカッ
ティングシートでデコレーションした。ワーク
ショップにはアーティスト、来場者、学生有志など
が参加し、コミュニティー・アートとしての位置付
けを具体的に明示するようにした。そこでは来場者
が作品を見るだけではなく、自ら関わることに重心
を置いている。
②「森林公園アートフェスタ2010」の様子
　第二回目の「森林公園アートフェスタ2010」では、
昨年同様公園のイベントとコラボレーションする形
で、アーティスト、小学生、高校生、身体障害者施
設など27作品と５つのワークショップ及び関連イベ
ントが開催された。また、公園側と話し合いを重ね、
より充実した展覧会のために展示空間を拡大し、美
術のジャンルのみでなく、音楽や地元の石材業協会
なども参入し、幅広い試みを模索した。
　2010年の参加では、学校団体としては、小学校の
授業作品ひと学年全てを展示するという試み（図７）
や、地域に開かれた学校を目指す高校が、美術の授
業で制作した作品（図８）を展示発表するなど積極
的な参加が見られるようになった。また、コミュニ
ティー・アートとして重点を置いたワークショップ
として、埼玉大学教育学部美術教育専修による「き
らきら！フラワー☆パーティ」が挙げられる。これ
は、来場者にクリアファイルのシートで花を作って
もらい、園内の噴水に浮かべるというものである。
運営に当たっては、同大学教員でアートフェスタ実
行委員会の実行委員である石上城行准教授が、半年
間の授業で実践プランを学生に考案させ、学生によ
る主体的なワークショップの実践を目指した。（図
９）３）
　以上が２年間の展覧会の全体概略である。いずれ
くの人が作品に関わり、アートを通じてコミュニ
ケーションが生まれます。その結果、アーティス
ト、そして一般の人々にとっても新しいアートの
価値を見出すことに繋がると考えられます。
　そこで学校教育関係者、またアーティストに
とっても新たな価値観を発見する場を創ることを
目的として『森林公園アートフェスタ』を企画し
ました。ここでは特に展覧会テーマを設けず、作
品の形体、形式も限定しません。上記の美術教育
の状況を打開したいと考える美術教育者及び児
童・生徒や、アートを通じて社会と繋がることを
模索するアーティスト、またアートに関わること
が少ない高齢者や障害のある人など様々な分野の
作品が共存することにより、ボーダーレスなアー
トの可能性を問います。そのために多くの一般来
場者が行きかう国営公園の野外を中心に作品を展
示し、期間中に地元の学生を主体にワークショッ
プ等を催すことで、美術に関心の少ない人や苦手
意識を抱いていた人にも興味を抱かせる配慮をし
ます。また、本展に関しては、会期終了後展覧会
報告書としてカタログを作成し、参加アーティス
ト、学校団体等に配布します。
　本展覧会によって、アートを通じて地域、教育、
福祉といった様々な分野が連携し、参加した人々
の心に残る豊かな場を創出することを目指してい
きたいと考えています。」２）
（2）展覧会の様子
①「森林公園アートフェスタ2009」の様子
　前述の経過の下、2009年に「森林公園アートフェ
スタ2009」を開催した。本展覧会ではアーティスト、
小学生、高校生、大学生、身体障害者施設など22作
品と４つのワークショップ及び関連イベントが開催
された。また、公園側の季節イベントである「紅葉
見ナイト」とコラボレーションしたため、55日間の
期間中、累計約22万人の来場者があり、多くの人が
作品を見たり、触れたり、共に作品制作に携わった
りと様々な関わりが見られた。
　アーティストの作品は来場者が直接作品に触れた
り、中に入ったりする体験型の作品が多く見られた。
図１及び図２の作品では来場者が中に入り、そこか
ら見える景色を楽しむことが出来る。また、学校関
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図₃　「ザ・ビッグチョコ」
　　　　　　　　埼玉県立鳩山高等学校　金井亮
図₇　「やさしい形　あたたかい形」　
戸田市立笹目東小学校　
図₈「大地の鼓動」
埼玉県立日高高等学校
図₉　「きらきら！フラワー☆パー
　　　ティ」のワークショップ会場
図₄　「森の妖精」朝霞市立朝霞第八小学校
図₅　埼玉大学教育学部美術専修による
「壁面デコレーション～夢のツリー」ワークショップ
図₆	 埼玉学園大学森本研究室、川口短期大学押元
研究室による「もりもとあきひろつくる木の
葉コラボ」ワークショップ
図₁　ライトアップの様子　左作品
　　　「SOFT	CAGE」（押元信幸）
図₂　「ウチトソト」（近田明奈）
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生かす、繋げていくといった発想力も重要である。
　とはいえ、実態として、本授業の受講生の中には
「作ることが苦手である」、「なかなかイメージがわか
ない」という学生も存在する。作る活動自体に興味
が高い学生と苦手意識を持つ学生の差も激しいので、
ここではコミュニティー・アートとして作品そのも
のの質だけでなく、作品を介して他者と関わること
に繋がるということに重点を置いた。そして、プロ
ジェクト概要を述べ、活動の目的を「造形表現を自
ら楽しむことと、他者との関わりについて活動を通
して考える」こととした。
　次に、授業の流れを述べていく。本授業は２回連
続で行った。一回目は先に述べたプロジェクトの説
明、目的を示し、ビニール傘をキャンバスに見立て
アイデアスケッチ、下描きまでを行った。二回目に
その下描きをもとに、マーカー、アクリル絵の具で
ペイント、またビニールテープ、カラーガムテープ
などを用いて装飾を行い、作品を完成した。その後、
展示作業は他の団体の作品もあるため、筆者が行い、
展覧会会期中のワークショップ告知と公園の発行し
た無料鑑賞券を配布し、来場を呼び掛けた。
（3）考察
　本プロジェクトへの参加目的の一つである「造形
表現を自ら楽しむ」ということに関してみていく。
プロジェクト概要を述べたときは、多くの履修生は
困難な課題として受け取らず、「傘に絵を描くのか、
面白そう」と関心を示した。身近な道具としてのビ
ニール傘が絵画の支持体になることは意外性もあり、
曲面の表現が興味を引いたようである。ここでは
マーカーやアクリル絵の具を主に用いて、傘の柄の
中をいかに彩っていくかが検討された。描き初めは
ビニールの感触に少し不安を示した学生もいたが、
次第にその感覚、画材との相性などに慣れていき、
二回目の授業では机上で細かくストーリー仕立てで
描いていく学生（図10）、床に傘を置き、身体全体
を使って大胆にカラーガムテープで模様を作る学生、
柄の部分まで装飾する学生など個々の表現の工夫が
なされた。また、このような大きな支持体に絵を描
くことは初めてなので、大きな絵を描き切ったとい
う自信にも繋がったようである。
にしても、美術作品と鑑賞者との距離を縮め、より
親しみやすい方向性を目指している。
₃「100アンブレラプロジェクト」の実践
（1）プロジェクト概要
　本プロジェクトは「森林公園アートフェスタ
2010」において、コミュニティー・アートとして位
置づけられるものである。これは、100本のビニー
ル傘に自由にペイント、装飾などを行い、会場に展
示する「100アンブレラプロジェクト」である。本
プロジェクトは会期中のワークショップのみで行う
ものではなく、事前に小学校、高等学校などの団体
で制作したものを先に展示し、そこに会場でのワー
クショップ参加者が作品をさらに増加させていくと
いうプロジェクトである。この形式を取った目的と
して、事前参加者にとっては、傘をキャンバスに見
立て、個々に制作を楽しんだ後、会場で様々な作品
に出合う楽しみを持つことが出来る。一方、当日の
ワークショップ参加者にとっては、ペイントの支持
体となるビニール傘はペイントが広範囲に及ぶため、
一本につき2~3名の参加が可能となり、参加者同士
がアートを通じてコミュニケーションを図ることが
可能になる。二つの方法で作品数のボリュームを持
たせ、同じビニール傘を様々な参加者が一堂に彩る
ことで、公園という開かれた場においてアートに親
しみを持つことが出来ると考えられた。
（2）埼玉学園大学学生の関わり
　そこで、筆者の担当した「図画工作Ⅲ」、「保育内
容の研究（表現―造形）Ⅱ」の受講生にも本プロジェ
クトへの参加を授業の一環として行うこととした。
双方の授業シラバスには、「共同制作、インスタレー
ション」という項目を掲げている。ここでは１、２
年次で造形表現の基礎を学んできた学生が、さらな
る自身の造形感覚に磨きをかける内容を明記してい
る。本校の学生は、美術の専門的な知識や技術があ
るわけではない。多くの学生が、大学入学以前に中
学（選択科目を受講した場合は高校）で授業を受け
たきりである。しかし、将来保育者になる学生たち
にとって、造形活動を自ら楽しむということは子ど
もたちと共に活動していく上で必須であろう。また、
身近な素材や道具を新たに見つめ直し、造形表現に
― 255 ―
教育研究報告
りの量があってすごいと思った」というような意見
が挙げられた。
　今回授業作品をプロジェクトに参加させるという
試みは初めてだったので、実際は他者との関わりに
ついて深く論考出来るまでに展開されていない。し
かし、自分の作品が他の作品と揃ってひとつの大き
な作品を作るという本プロジェクトには、表現に自
信のなかった学生にとっても、また美術が好きで
あった学生にとっても新鮮な活動であったようであ
る。これまでの授業では自身の作品や課題を完成さ
せることが到達点であることが多かったが、そこか
らさらに広がっていくひとつの方向性を示すことに
繋がった。
₄　おわりに
　本プロジェクトは幼児教育を主に学ぶ学生にコ
ミュニティー・アートという観点から造形活動に携
わることで、これまで学んできた造形表現に磨きを
かけることと、そこから波及するアートを通じての
コミュニケーションについて提示することを試みた。
この結果、学生たちはこれまで教室内で課題に取り
組んでいたことから少し発展し、自身で考え、創意
工夫を行った活動を展開した。また、自分の作品が
他者の作品と共に公の場に展示されることで、広く
造形活動の楽しさを味わうことに繋がったといえる。
このような活動は今後、彼らが保育者になった場合、
子どもたちに実体験を通して伝えていくことが出来
るであろう。
　本実践の今後の課題として次のことが挙げられる。
　制作中にはそれぞれの受講生の作品を見ながら、
「私もそうやってみようかな」、「すごい細かく描い
ている！」、「ガムテープも付けるとかわいいね」な
どという発言が多くみられ、それぞれの表現から更
なる発想を得ていったように感じる。最終的にはど
の学生も一本の傘を完成させ、十分に満足した様子
で写真を撮り合う姿が見られた。
　次にもう一つの参加目的である「他者との関わり
について活動を通して考える」ということに関して、
作品完成後会場には全員の学生が訪れることは出来
なかったが、数名の学生が足を運び、実際に展示の
状況を確認した。また、会期終了後に作品の様子を
授業内で紹介し、彼らの作品とその他の参加者の作
品について様子を話した。（図11、12）
　実際に会場に赴いた学生は、「自分の作品がこんな
風に展示されると嬉しい」、「他の人の作品もどれも
面白くて、数が多くなるとびっくりする」、「ワーク
ショップを手伝ってみたい」などの発言が見られた。
また、来場出来なかった学生も、展示の様子を話す
と、「行ってみたかった、来年は行きたい」、「実際に
見た方が面白いと思う」、「写真を見ただけでもかな
図10　マーカーで絵柄を描いていく学生
図11　ワークショップの様子 図12　完成した「100アンブレラプロジェクト」
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このようなアートプロジェクトに更に積極的に参加
することで、造形活動を広い視野で考えていくこと
が必要である。今回の授業では実際にワークショッ
プなどの運営にまで携わる活動は出来なかった。し
かし、プロジェクト自体を大まかに捉え、学生自ら
参加し、運営するというような活動も授業等で提示
していきたい。そのような活動を展開することで、
学生たちは美術を専門的に学んでいるわけではない
が、社会におけるアートの役割を体験を通し考えて
いくこととなる。ひいては保育者になった際、幅広
い造形活動の知識と体験が役立つと考えられる。
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